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２

機
構
実
施
職
業
紹
介
事
業
に
関
し
て
は
、
機
構
を
職
業
安
定
法
第
四
条
第
十
項
に
規
定
す
る
職
業
紹
介
事
業
者

若
し
く
は
同
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
、
船
員
職
業
安
定
法
第
六
条
第
四
項
に
規
定
す
る
無
料

船
員
職
業
紹
介
事
業
者
又
は
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実

等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
に
規
定
す
る
職
業
紹
介
機
関
と
み
な
し
て
、
職
業
安
定
法
第
五
条
の
二
、第
五
条
の
三
、

第
五
条
の
四
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
五
条
の
五
か
ら
第
五
条
の
八
ま
で
、
同
法
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
十
二
条
の
十
三
、
同
法
第
三
十
三
条
の
五
、
同
法
第
三
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
、
同
法
第
四
十
八
条
、
第
四
十
八
条
の
三
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
五
十
一
条
第
二
項
、
船
員

職
業
安
定
法
第
七
条
、
同
法
第
四
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
五
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
、
第

十
九
条
及
び
第
二
十
一
条
、
同
法
第
九
十
六
条
第
一
項
、
第
九
十
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
百
四
条
並

び
に
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
第
三

章
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
職
業
安
定
法
第
五
条
の
三
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
五
条
の
四

第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
五
条
の
五
第
一
項
並
び
に
第
五
条
の
六
第
一
項
第
三
号
、
同
法
第
三
十
三
条
第
四
項
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
十
二
条
の
十
三
並
び
に
同
法
第
五
十
一
条
第
二
項
中
「
厚
生
労
働
省
令
」
と
あ
る
の

は
「
主
務
省
令
」
と
、
同
法
第
四
十
八
条
並
び
に
第
四
十
八
条
の
三
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
労
働
施
策
の
総

合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
第
十
一
条
及
び
第
十
二
条

第
一
項
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
主
務
大
臣
」
と
、
職
業
安
定
法
第
四
十
八
条
中
「
第
三
条
、
第
五

条
の
三
か
ら
第
五
条
の
五
ま
で
、
第
三
十
三
条
の
五
、
第
四
十
二
条
、第
四
十
三
条
の
八
及
び
第
四
十
五
条
の
二
」

と
あ
る
の
は
「
第
五
条
の
三
か
ら
第
五
条
の
五
ま
で
及
び
第
三
十
三
条
の
五
」
と
、「
、
求
人
者
、
労
働
者
の
募
集

を
行
う
者
、
募
集
受
託
者
、
募
集
情
報
等
提
供
事
業
を
行
う
者
、
労
働
者
供
給
事
業
者
及
び
労
働
者
供
給
を
受
け

よ
う
と
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
求
人
者
」
と
、
同
法
第
四
十
八
条
の
三
第
二
項
中
「
求
人
者
又
は
労
働
者

供
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
求
人
者
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
労
働
者
の
募
集
を
行
う
者
に
対

し
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
た
場
合
又
は
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
」
と
、「
命
令
又
は
勧
告
」
と
あ
る

の
は
「
勧
告
」
と
、
船
員
職
業
安
定
法
第
四
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
五
条
第
一
項
第
三
号

並
び
に
第
十
六
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
同
法
第
百
四
条
中
「
国
土
交
通
省
令
」
と
あ
る
の
は「
主
務
省
令
」

と
、
同
法
第
九
十
六
条
第
一
項
並
び
に
第
九
十
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
国
土
交
通
大
臣
」と
あ
る
の
は「
主

務
大
臣
」
と
、
同
法
第
九
十
六
条
第
一
項
中
「
第
四
条
、
第
十
六
条
、
第
十
九
条
及
び
第
四
十
八
条
第
二
項
」
と

あ
る
の
は
「
第
四
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
六
条
及
び
第
十
九
条
」
と
、「
、
求
人
者
、
船
員
の
募

集
を
行
う
者
、
無
料
船
員
労
務
供
給
事
業
者
及
び
船
員
労
務
供
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
及
び

求
人
者
」
と
、
同
法
第
九
十
八
条
第
二
項
中
「
求
人
者
又
は
船
員
労
務
供
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
」
と
あ
る
の

は
「
求
人
者
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
船
員
の
募
集
を
行
う
者
（
募
集
受
託
者
を
除
く
。）に
対
し
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
命
令
を
し
た
場
合
又
は
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
」
と
、「
命
令
又
は
勧
告
」
と
あ
る
の
は
「
勧
告
」
と

す
る
。

第
八
十
八
条
第
一
項
中
「
前
条
」
を
「
第
八
十
七
条
」
に
、「
同
条
第
一
号
」
を
「
同
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め

る
。第

百
条
の
見
出
し
を「（
報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査
）」に
改
め
る
。

第
百
四
条
第
一
項
中
「
出
頭
の
命
令
」
を
「
出
頭
の
求
め
」
に
改
め
、「
限
る
。）」
の
下
に
「
、
第
九
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
監
督
（
出
頭
の
求
め
に
限
る
。）、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
（
帳
簿
書
類
の
提
出
又
は
提

示
の
命
令
に
限
る
。）及
び
第
百
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収
又
は
立
入
検
査
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
及

び
第
六
項
中
「
第
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
」
を
「
第
七
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
（
こ
れ
ら

の
規
定
を
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
七
条
の
二
第
一
項
、
同
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま

で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
第
十
二
条
の
二
第
二
項
及
び
第
四

項
」
に
改
め
る
。

第
百
六
条
第
一
項
中
「
技
能
実
習
」
を
「
育
成
就
労
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

機
構
及
び
公
共
職
業
安
定
所
又
は
地
方
運
輸
局
（
運
輸
監
理
部
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）は
、
第
八
条

の
四
第
三
項
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
第
五
十
一
条
第
一
項

及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
措
置
並
び
に
第
八
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
業
務
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
相
互
に

連
携
を
図
り
な
が
ら
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

機
構
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
連
携
を
図
る
た
め
、
公
共
職
業
安
定
所
又
は
地
方
運
輸
局
に
対
し
、
主
務
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
必
要
な
情
報
の
提
供
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
八
条
中
「
違
反
し
た
」
の
下
に
「
と
き
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
」
を
加
え
る
。

第
百
九
条
中
「
該
当
す
る
」
の
下
に
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
」
を
加
え
、
同
条
第
一
号
中
「
規
定

に
違
反
し
て
実
習
監
理
を
行
っ
た
者
」
を
「
許
可
を
受
け
な
い
で
、
監
理
支
援
事
業
を
行
っ
た
と
き
。」に
改
め
、
同

条
第
二
号
中
「
、
第
三
十
一
条
第
二
項
」
を
「
又
は
第
三
十
一
条
第
二
項
」
に
、「
又
は
第
三
十
二
条
第
一
項
の
変
更

の
許
可
を
受
け
た
者
」
を
「
を
受
け
た
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

第
百
九
条
第
四
号
中
「
場
合
に
お
け
る
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
監
理
団
体
の
役
員
又
は
職
員
」
を
「
と
き
。」に
改

め
る
。

第
百
十
条
中
「
第
四
十
四
条
、」を
削
り
、
同
条
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え

る
。

第
四
十
四
条
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
拘
禁
刑
又
は
五
十
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
百
十
一
条
中
「
該
当
す
る
」
の
下
に
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
」
を
加
え
、
同
条
第
一
号
中
「
処

分
」
を
「
命
令
」
に
、「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
場
合
に
お
け
る
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
監
理

団
体
の
役
員
又
は
職
員
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
処
分
に
違
反
し
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
違
反
行

為
を
し
た
監
理
団
体
の
役
員
又
は
職
員
」
を
「
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
者
」
を
「
と

き
。」に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
技
能
実
習
生
」
を
「
育
成
就
労
外
国
人
等
」
に
、「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同

条
第
六
号
中
「
技
能
実
習
生
」
を
「
育
成
就
労
外
国
人
等
」
に
、「
技
能
実
習
が
」
を
「
育
成
就
労
が
」
に
、「
告
知
し

た
者
」
を
「
告
知
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
七
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
る
。

第
百
十
二
条
中
「
該
当
す
る
」
の
下
に
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
」
を
加
え
、
同
条
第
十
二
号
を
削

り
、
同
条
第
十
一
号
中
「
場
合
に
お
け
る
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
監
理
団
体
の
役
員
又
は
職
員
」
を
「
と
き
。」に
改

め
、
同
号
を
同
条
第
十
三
号
と
し
、
同
条
第
十
号
中
「
場
合
に
お
け
る
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
監
理
団
体
の
役
員
又

は
職
員
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
二
号
と
し
、
同
条
第
九
号
中
「
監
理
事
業
」
を
「
監
理
支
援
事

業
」
に
、「
場
合
に
お
け
る
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
監
理
団
体
の
役
員
又
は
職
員
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同

条
第
十
一
号
と
し
、
同
条
第
八
号
中
「
場
合
に
お
け
る
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
監
理
団
体
の
役
員
又
は
職
員
」を「
と

き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
号
と
し
、
同
条
第
七
号
中
「
第
三
十
二
条
第
三
項
」
を
「
第
三
十
二
条
第
一
項
」

に
、「
場
合
に
お
け
る
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
監
理
団
体
の
役
員
又
は
職
員
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第

九
号
と
し
、
同
条
第
六
号
中
「
及
び
第
三
十
二
条
第
二
項
」
を
削
り
、「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第

八
号
と
し
、
同
条
第
五
号
中
「
第
二
十
条
」
を
「
第
二
十
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
に
、「
者
」
を「
と
き
。」に
改
め
、

同
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、
同
条
第
四
号
中
「
第
十
九
条
第
二
項
」
の
下
に
「
か
ら
第
四
項
ま
で
」
を
加
え
、「
者
」

を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
第
三
号
中
「
第
十
九
条
第
一
項
」
の
下
に「
又
は
第
三
項
」

を
加
え
、「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
第
二
号
中
「
第
十
七
条
」
を
「
第
十
七
条

第
一
項
」
に
、「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同
条
第
一
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改

め
、
同
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

一

第
八
条
の
二
第
二
項
、
第
六
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
と
き
。

二

第
八
条
の
二
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
通
知
を
し
た
と
き
。

第
百
十
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

第
百
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
検
査

を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
機
構
の
役
員
又
は
職
員
は
、
三
十
万
円

以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
百
十
三
条
中
「
第
百
十
条
（
第
四
十
四
条
に
係
る
部
分
に
限
る
。）」
を
「
第
百
十
条
第
一
項
」
に
、「
及
び
前
条

（
第
十
二
号
を
除
く
。）」
を
「
又
は
前
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。
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